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山形)採 の 植物方 一一一一口 (第 2報)

佐 藤 正 己

t山形大学農学部応用植物学研究室)

Masami SATO Notes on出eLocal N ames of Plan旬 Collected

in Yamagata Prefecture. (2)後

第 1報(本誌 1:39-14)に対して各方面から多数の御教示を与えられたととを深く感謝する.殊に小

林好日氏のスギナの方言に関する詳細な研究(土筆の系譜)を知らせて下さった御茶水女子大国文学科

学生の佐藤裕子さん，生徒を動員して最上地方の植物方言a:採集して下さった新庄高校の高橋信雄先生，

文献調査に協力された山形大学文理学部の喜多義男教授，山形東高校の斎藤義七郎教官並に鯨立図書館

の三春伊佐夫君には特に深い感謝の意を表するきた第である.

(4) タ=ウツギ (1怜igelahOl'lensis C. A. MEYER) の方言

タエウツギの方言、としては，ガザ系統の方言が庄内地方にも内陸地方にも普遍的に流通している.基

本形のガザにキ(木)とかハ(葉)という語尾がついて， カ子一一ガザキーーカ守ザノキーーカ守ザパ等が

生じ更にとれと平行してガンザーーガンザ、ギ一一一ガンザノキ等がある.但し最上地方ではガザギが圧

倒的に通用していて，ガンザ系統は殆んど聞かれない.置賜地方は調査が不十分であるが，車にウツギ

と呼び、，ガザ系統の方言は見当らないようである.

ガザ系統の方言は秋田，青森，幅島，新潟，岩手，宮城等，東北地方には賢く分布しているが，筆者

はまだその語源を知らない.

ガザ系統を除けば，あまり買く通用する方言はないが，その開花期が丁度日本海岸に鰯の大群が出現

ずる頃なのでイワシパナと云う方言がある.庄内地方では何故かとの木を生ぐさいと称して花を併前rc

供するととを忌む習慣がある.また火事花と称し，家の中に持込むととを嫌うととろもある.またとの

木にグ=がよくたかるととからダエパナの方言がうまれ，更にグニ白方言から村山地方にはスグ、レ又は

スダネヌギと呼ばれる.

村山地方の樹木方言には語尾に[ヌギjがつくものが多いが，とれは[ノキjのiiicでp 例えばホーノ

キがホ戸ヌギとなり，マツノキがマツヌギとなる類で，との場合のギは東北関に多い鼻濁昔にきまって

いる.

山形腸内のタユウツギの方言の分布は，筆者の資料によると弐の通である.

* CDntl'ibution 日 fl'om the Labol'atory oI Applied Botany， Fac 日山lれtけけy'of Agl'凶~ic日ul日tU1'6町， Ya剖肌1叫l

No. 14 (Febl'Ulll'y 1952) 
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イワシパナ酒田.

ウツギ米沢，南置賜(万世)，西置賜(小田).

カキパ，カキンパ西置賜(小国).

ガザ飽海(上郷)，酒田，鶴岡，東田川(鹿瀬，

藤島，渡前，本郷，山部)，西国If[ (大山，田Iff)，

最上(及位)，北村山(亀井田，尾花沢，横山，大

高根，大倉，楯岡，東根，東郷，戸沢，冨本，山

町長j静，大富)，南村山(流山)，西村山(白岩，

本郷，柴橋，大谷).

ガザキ新庄，最上(員室]If，豊里，鮭川，}jt

小田，西小閏，萩野，舟形，八向，古口，角JJf).

北村山(大石間，大高根，常盤).

ガザノキ北村山(戸沢).

ガザパ北村山(尾花沢，宮沢，玉野).

カジパナ東田川(鹿瀬).

ガンザ鶴海(本循，西遊佐，吹浦，一候，田

沢，内郷，上回，西荒瀬)，酒田，鶴岡，東田川(東

栄，黒If[，泉，渡前)，北村山(西部，東郷，楯岡，

山口，大久保).

ガンザギ東国JI[ (余目)，最上(員室Jlf).

カンザジパナ酒田.

3旬、ンザノキ酒田，西国]If(温海).

ガンザノハナ飽海(松嶺).

スダネヌキ西村山(高松，東郷)，北村山(東郷).

スダレ北村山(高崎).

タニウツギ新庄，最上(員室11f)，北村山(楯

岡).

ダエパナ最上(東小国，西小田，萩野，戸沢).

ヂタナシ西国J1 [ (大山，上部).

ヅタナジパナ鶴岡，東田川(長沼)，西田川(大

山，上郷，五十JII.温海，念珠ケ関).ヂク(叉は

ヅク)ナシは能なしの意の方言.或は軸無か.

ドマヌギ北村山(宮沢).指物師の方言.

ベエウツギ飽海(本棺)，北村山(玉野).

ヘビパナ北村山(東郷).

ホネカラハザミ 北村山(山口). 火葬場で叶骨拾

いに使うためで，主として子供の方言である.

ヤマガザ西国111(温海).

山形鯨以外の方言としては，次の様なものがある.東北地方ではガザ系統の方言が断然多い.

アゼヌリパナ稲井(杢腕下).

アメフリパナ岩手(釜石).

アカウツギ青森(下北).

イワジパナ秋田(平鹿).

ウツギ青森(西津経，上北，下北)，間島(田

村)，長野(下高井)，新潟(佐渡).

ウノハナ新潟(刈羽).

オンナウツギ長野(下水内).

ガザ秋田(由利，南秋田)，青森(南津軽)，岩

手(岩手，稗貫)，官峻(名取，柴田)，繭島(刈田)，

新潟(刈羽).

ガザキ秋田(鹿角)，岩手(岩手).

ガザジパ青森(北津軽)，岩手(東磐).

カジパナ新潟(刈羽).

ガジャ 秋田(鹿角，北秋田)，青森(南・中津

軽).

ガジャジパ 秋田(北秋田)，育一森(津軽，上ニlb

下北)，岩手(紫波，岩手).

カラウツギ青森(上北，三戸).

ガンザ秋田(南fj，同)，青森(下北)，岩手(岩

手，稗貫).

ガンザノキ秋田(山本).

ガンジャ 青ー森(東・西津軽).

ガンジャジパ 秋閏(北秋田)，青森(下北，北

津軽).

ソートメツツジ徳島(美馬).

ゾーッパ 新潟(刈羽).

タウエパナ新潟(刈羽).

ヂタナジ岩手(稗貫).

ヅタナジ新潟(西蒲原)，岩手(樽貫，紫波).

ヅクナジウツギ岩手(紫波).

テマルコ 高知(幡多).

ドーノスネ新潟(刈羽).

ハナウツギ新潟(佐渡).

ベエウツギ幅島(幅島p 石城).

ヤマウツギ岩手(和賀).

ローッパ新潟(刈沼).
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(5) アスナロ (Thu.iopsisdulabmtCl 5mB. et ZUCC.)， 乙ノキアスナロ (Th.HυIldai 

HENRY)， ~ノキ (σlωmaecYlxwis obtusa 5mB.前 Zucc.)，ザワラ (Oh・pisZ声m ENDL.) 

の方言

;fc?互に似ているために混同されたり，誤認されたり，正しい和名と方言とが交叉していたりする表閣

の4種類の樹木の方言を一括して記すととにした.

アスナロの語源は[明日はヒノキになるだろうjの意味だと云ろ設が彰るが，山形廊下にあるアシグ

ナレ，アヌグロ，アスナJl.，ヲスナロ{等の方言はそれを裏書するものと云える.然しとの呼び名は林

業家にはZちまり用いられや，むしろヒバが公用語とされている.ととろがと白ヒパも最近はアテと云う

新しい方言にとって代られようとしている傾向がある.

アテは石川腕の能登半島方面の方言で，今から約 400年前に， 日本の三大美林のーっとして有名な青

森のヒパ林から移入したヒノキアスすロを挿木によって増殖し， j;丞に優良品種の育成に成功した.そし

て大いにアテた(成功した)と云うのがその語版であると云う.そして現在ではマアテ，クサプテ，カナ

アテ等の林業品種が設定され，ヌド:場の青森や秋田にも古木がどんどん逝移入されるようになり，山形鯨

でも既に数千本の古木を移入している.此等の古木(;tヒパとは云わやにアテと呼ばれているが，やがて

大きくなった時にもやはりアテと呼ばれて，アスナロとかヒパとか云う名は滅び、てしまうのではないか

と思われる.然し新潟)時D佐渡島にはアテビ(アテj合か1)があるのでp 語源に就いては再考を要する・ 1

アスナロとヒノキアスナロとは区別が大変困難で、，素人は混同するのが当然である L，両者を無理に川

区別して方言を調べるととは殆んど意味がないから，本稿では両者を統合してアスナロとして取扱うと

とにした.

庄内地方ではアスナロa:生垣にしている家が方A で見受けられるがp その方言としてはサワラが圧倒

的である.最上，村山方面ではヒパ3 ヒノキp アスナロ等様k の方言で呼ばれているが，面白いととに，

東京弁のようにヒとシの混乱があって， ヒンノキとヒパに対してシノキとシパがある.

サワラやヒノキはあまり身近にないためか，その認識が浅く，混同や誤認による方言の混乱が見られる.

アスナロの枝を切離し，また元通りに差込み[何処つんだ '1Jとあてさせる子供の遊びからツベツ

ベ，ツミツミ，ツギツギパ等の方言があるが， ζれはアスナロに限ったものではなく j 同様な遊び方を

するスギナにもあてはまり，スギナにもツミツミ，ツナギグサ等の方言がるる.

アスナロに関する山形!慌の方言は弐の通りである.

アジタナレ最上(八向)，新庄.

アジダ口 飽海(本楯).

アス夕、口 飽海(上回， I次浦)，北村山(玉野).

アスナ口 最上(八向，東小国p員室)11)，新庄，

回村山(白岩).

アスナロー最上(豊里).

サワラ酒田p 鶴岡，東田川(買野p余目，泉).

西田川(大泉)，最l-_(戸沢)，北村山(東矧0.

シノギ最と(鮭)11)， 北村山(山口，東郷，計'Iill府).

yノギ乙パ北村山(山口).

ジパノキ北村山(玉野).

ツベツベ西国)11(西郷).

ツミツミ 鶴岡，西田川(大泉).

~カワ北村山(大石田).
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t::.ノギ西国)11 (大泉)，最上(西小国，萩野)，

北村山(西郷，東根，大宮)，西村山(白岩).

t::.パ最上(及{お萩野，舟形，角川，員室Jlj)，

新庄，北村山(宮沢，亀井田，大高校，楯岡，東

郷，富本，大久保)，西置賜(小国).

じパナ最上(萩野).

アスナロの方言としては山形腕以外で、は僅かに弐のものしか採集し得なかった・

アヲキ岩手(紫波).

アオピ徳島(那賀).

アスナラ 秋田(由利)，島根，高知(土佐).

アスナ口 秋田(南秋田，由利)，共他各TIfJ..

アテピ新潟(佐渡)，静岡，岐阜.

アテ石川1(能登)，富山，稲井，岐阜，京都，

滋賀，岡山，島根.

オニt::.パ三重(宇治山田)，岩手(胆沢)

タサマキ新潟(刈羽)，岩手(気イ110，宮崎(本

吉).初が強い香気を放つのでパ良いマキ|の意で

ヒノキに関する山形廊下の方言は女の通りで，

サワラ東証1)11(黒)1j). 

タヌギ北村山(横山，小田島).

シノギ最上(萩野)，北村山(玉野，東郷，高崎).

トコトコ 飽海(本楯).

包ヌギ北村山(横山，小田島)，西村山 (i向桧).

包ノキ最上(豊里，金山，安築妓，古r:T，戸

沢，及位，八向，東小国，問小国y 萩野，舟形p

角川，員室1)11)，新庄，北村山(玉野，亀井岡p 同

ある.石川1(能登).

サワラ岩手(江刺)，柄木，長11応熊本.

ジラビ 宮城(栗原，玉造).

ジロビ 岩手(稗貫，西磐井).葉の裏面が白色

であるため.

ツガ)1-包ノキ秋田(仙北).

ツギツギパ三重(山田).

tユノギ秋田 ({ill北)，岩手(岩手，東・西磐井).

!::.バ幅島(河沼)，青森(上北，中津軽)，岩手(九

戸)，宮城(宮城，名取).石川1(青森産のもの).

あまり数が多くない.

発~，大高校， f，眉岡，冨本，大富)，西村山(白岩)，

南置賜(万世)，西置賜(小国).

t::.パ東田川(大泉)，北村山(宮沢，楯岡，東

郷，山口，東棋，大久保，戸沢).

包バノキ北村山(大宮).

t:.ンパタ東問)11(大泉).

へンパ夕刊村山(白岩).

ヒノキに関する山形腕以外。の方言としては弐のようなものがある.

アオキ長野 cm:築摩).fZ紘の意

キソt::.ノキ秋田(北秋田)，青森(東津軽，上北).

カミ乙ノキ青森(東津軽).

キンt::.パ岩手(気力11).

サワラ 青森(南・北津軽).

4〆バノキ幅島(田村).

センパタ 青森 u二北).
ツギツギパ三重(山田).

tユノキ 秋田(南秋田，由利)，青森(中伴軽，

上二It，幅島(河沼)，岩手(東磐井1，12:峨(本吉)，

新潟(佐渡，刈五五)，熊本(人吉，四回全般).

!:::.ノツ鹿児島(姶良).

乞パ昭島(昭島， f:jl具，会主[n，青;..森(中津軽，

上北，下北，三戸)，宵城(本吉，加美，止i鹿，黒)1[). 

!::.パノツ鹿児島(姶良).

~ヌキ 宮城(宮峻，名取)，岩手(紫波)

ホン乙 千葉，富山，鳥取，島根.

へンパク踊品(石1成)，岩手(稗貫，気111i).

ヨメゴロケ長野(佐久).燃やすと聞が多く同

てIfh;が苦労する意味.

サワラはあまり普通にないためか，方言も少しまた誤認によるものが多いようである. IJI'/彩服内で、

得た資料はさ欠D通りである.

アスナ口伝ノキ酒田.

サワラ 最上(戸沢，及bi:，八向，舟形，東小

国，員室)Jj)，新庄，北村山(玉野，大久保，戸沢)，

西置賜(小閏).

サワラキ、最 j二(ガ]形，角川1)，新庄.

νノギ北村山(東郷，高11府).
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1:.'，ノギ西田JIr (湯同Jf[)，最上(西小国，萩野)，

北村山(西郷，大高r恨).

口，東根，富本，大久保p 山仏大宮)，西村山(白

岩).

tユバ北村山(宮沢，亀井田，楯岡，束期，山 ιパノキ北村山(大宮).

サワラに関する方言を全国的に拾ってみると弐の様なものがある.

カキジパ秋田(北秋田).

サラ区 青森(東津軽，上・下北).

サワラ 秋田(南秋田，由利)，幅島(河沼)，青

森(中津軽)，岩手(稗貫)，宮城(気仙).

サラビ青森(東津軽，上;I~，下北).

ジ口包パ岩手(気仙).

~ノキ熊本(人吉)，岩手(下閉伊)，岡山，烏

取，新潟，千葉，宮崎.

~パ新潟(刈羽)，青森(三戸)，岩手(岩手，

上閉伊，紫波，稗貫，和賀，江刺，東磐井，西磐

井)，宮城(宮城，名取)，幅島(刈同).

tユロビ 宮城(陸前各地).

ヨメゴロシ長野(佐久).薪として燃やすと煙

が出て嫁が苦しむと云う意味.

(6) ネムノキ (AlbizziaJulib1'issin PURAZ. var. SZJ8ciosa KOIDZ.) の方言

ネムノキの方言としては，葉の陸眠運動に関係のあるネム系統の方言が全国的に共通している.とと

ろが山形!慌の庄内地方ではp 正しくネムノキと呼ぶ以外は，コ{ゴ，コ{ゴノキ，コーノキ等のゴゴ系

統の方言が圧倒的に通用している.との地方では，子供の遊びの歌にも， “コ戸ゴ，コ戸ゴ，眠れ，ね

むねど(眠らないと)こぐぞ"があり，ネムノキの葉をしごいで，葉のl睡眠運動を強制して遊ぶ風習が

るる.

コ{ノキの語源は香を作る木の意で，庄内地方では夏に枝をとり，天日で乾燥した葉をよくもんで粉

にし，イ弗前に具える呑を作るのである.同様の風習が内陸地方にもあると見え，最上郡と北村山郡の一

部にマツコ戸(抹香)ノギの方言があるが.コ戸ゴ系の方言は全く内陸地方には流通しない.それなの

に却て新潟!探にコーコやゴ{コーノキがあり，更に遠く離れて四国の高知と，愛媛の両府にかなり蹟く

コ戸カ，コ{カギがあり，更に背中合せの岩手と宮城の両l賂にコーカンボクがあるのも面白い.

然し注意する必要のあるのは，その語源でコ戸カンボクは明に漢名の合歓木からきたものでるり，コ

{カやコーカギもその系統であろう. 日本語の母語の母音の十れは，小林好日氏の[土筆の系譜]にも

あるように，極めて普通のことであるらしいから Ko-ka-nから Kふkoが生れ更に Ko-go に変化す

るととも十分に推察される.それは後に挙げるように，ネムノキの方言として Ko-kaや Ko-keなど

があるととがよい証明になると思う.

コーゴはコーカからも導かれるが，同時に上述の様に香を作っているととや，マツコーノキとかセン

グンと去ろ方言があるととから独立に生れたものと解釈するとともできる.勿論此等の方言の発生年

代を確めないと断定はできないが，一応このような解釈をして，専門家の御教示を待つことにする.

何れにしても，山形!訴の内陸地方になくて庄内地方だけに流通ずるコ{ゴ系の方言が新潟聴にあると

とは，第 1報に記したフキのとうの方言パンケと間援に，文化の停遣の経路を暗示するもののように思

われる.

山形牒下のネムノキの方言とその分布はさたの通りである.
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コーコ，コーゴ飽海(吹?甫，本楯)，鶴岡，東

田J1 [ (黄金，藤島，i度前，買野，八栄旦，山添，斎，

黒川，東)，西田川(東郷，温海，回JI[，大泉，西

郷，大山，カ日茂，上郷，豊浦).

:;j-:;jノキ，コーゴノキ 飽海 (;1七千田，上郷，

内郷，観音寺，田沢，遊佐， 本楯)， 鶴岡， 東田

川(藤島，渡前，栄，泉，八栄里，狩川，立谷沢，

山添，本邦J~) 大泉， 11甲切，横山)，西国JI[ (大山，

大泉，田川，湯田JlI，袖浦，恥念珠ケ関)

コーノキ 飽海(遊佐)，同国川(加茂，上郷).

3グ西国J11 (温海).

コゴノキ東田川(余日)，飽海(1次補，遊佐，

蕨岡，西遊佐，高説先稲JI[).

ネブキ最上(八向).

ネブタ 東田J11 (立谷沢)，西置賜(小国).

ネブタギ北村山(尾花沢，宮沢).

ネプタゴヌキ北村山(玉野).

ネブタンゴヌキ北村山(玉野).

ネブノキ最上(舟形，角}I[)，新庄・

ネブリ 飽海(西荒瀬).

ネム最上(及位，舟形)，北村山(東j長)，西村

山(白岩).

ネムタギ北村山(冨本)，西村山(白岩).

ネムタグザ北村山(小田島，楯岡，東根，大

宮)，西村山(谷地).

ネムタヌギ北村山(大高校，尾花沢，大宮)，

南村山(上ノ山).

ネムタンギ西村山(柴橋).

ネムリギ東田}I[ (大泉，本郷)，西田}l1(五十

JI [)，新庄，北村山(大石田，亀井田，常盤，大倉，

大高根，戸沢，楯岡，東抱f(，東根，長瀞， ii5'ill府).

西置賜(小国).

ネムリコ京国}I[(大泉).

ネムリコーケ西田}I[ (幅栄).

ネムリコーゴ西閏}I[ (温海，豊浦，幅栄).

ネムリヅチョ 飽海(一保).

ネムリノキ沼田，北村山 q吊岡，東郷，大久

保p 山口)，南村山(市山)，南置賜(万世:).

ネムリバナ新庄，最上(鮭JI[)，北村山(大久

保，戸沢):

ネムリンギ北村山(小田島).

ネムレ飽海(内郷，西荒瀬，南遊{左)，酒田.

ネムレンタサ北村山(西郷).

マツコノキ最上 (j，向，鮭}I[).
マツコヌギ 北村山(亀井田，大高根，東発1:，

山口).

山形牒以外でのネムノキの方言とその分布は弐の通りである.

イボノキ岩手(岩手~ :;jーコ 新潟(西蒲原).

ウタコ「メ岡山(小田).

カアカア 島根(石見地方).

カーカノキ 島根(簸JI[). 

コーカ 高知(高岡，幡多，長岡，安芸)，徳島

(海部)， 新潟，滋賀，兵庫，大阪，岡山，鹿島，

愛媛.

コーカイ 岡山，鹿島，山口，問問.

コーカギ愛媛(上浮穴，温泉，宇摩1p徳島(実

馬)，高知(幡多，高岡，土佐，香美，安芸，長岡).

コーカノキ新潟(佐渡).宮城i幅井，三重，

和歌山，岡山，幅岡，佐賀，長崎，大分，宮崎.

4コーカンボ幅島(石城).

コーカンボタ 岩手(稗貫，気1IU)，官挽(本吉)，

茨城，静岡.

コーケ長崎(萱|技).

ヂンゴクマツコー(秋田).

コーコーノキ新潟(刈羽).

センダン岩手(胆沢，江刺).

ネブタ秋田(北秋田)，岩手(胆沢，江刺)，神

奈川1(津久井)，千葉(安房，長生，夷隅)，高知1(高

岡，安芸).

トコロテンバナ 新潟(佐渡一海岸J).

ヂゴタパナ秋田(南秋田).

ネブタギ秋田(北秋田).

ネブタギ秋田(北秋田)，高知(幡多，土佐，

安芸)，宮崎(栗原，宮城)，愛践(字摩)・

ネブチャ 高知(幡多，高岡，安芸).

ネブッタ埼玉(秩父).

ネブノキ秋田(南秋田)，高知(高岡， IP喜多)，

青森(津軽一同，三戸)，岩手(九戸).

ネブリギ高知(高岡)，青森(東津軽，下北)，三

重，和歌山，債島，島根，大分，熊本，長崎，愛媛.
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ネ ブリコ香川I(綾歌).

ネブリチャ 高知(幡多).

ネムタ 岩手(東磐井)，宮!被(力日美，黒Jf!)，幅

島(刈田，伊具).

ネムタギ愛媛(中設地方).

ネムタノキ幅島(田村)，岩手(胆沢).

ネムノキ秋田(由利)，香川I(綾歌).

ネムリギ島根(石見地方).

ネムリノキ i前島(踊j島)，宮城，静岡，岐阜，

京都，兵庫，和歌山，島根.

ネムリンコ 幅島(石城).

ネンゴノキ青森(下北).

ネンネコグザ幅岡(幅岡).

ネンネコノキ長崎(島原学島).

ネシネコンボノキ幅岡(八女).

ネンネングサ幅岡(糟屋).

ネンブ静岡(遠江)，兵庫(幡磨).

ネンブタ秋田(平鹿).

ネンブリ 静岡，滋賀，三重，奈良(宇陀)，問[lj.

ネンブリキ青森(三戸).

eダラジ香川I(呑川，大Jf1). 

マツコ宮崎(ぷJlir).

マツコノキ 秋田(由利・北秋田)， p;城(加美~f

黒川).

ヨネブリ 愛綬(宇摩).

ヨーヨーネブリ 間11)(岡山).
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れた装置として，長吉 4.ちft.'0直径 2.8ftの硝子筒

をFiiい，培養液にはアンモニア態の主主主i去を与え， pHi士

6にH!ilEし，温度i:J:25皮p継続的に 1300FUの民間光の

後光燈'C"照明した・この和良平均!日にItにつ~ 0.7g 

の乾版物質を得ることがらδぎるようになった.この物

質の47%は蛋白質で，脂肪は最高 5%に遣する.これ

は動物の飼料として勿論，人類のえ糧として利用する

ことが可能‘δあら.凍結乾燥したグロレラの細胞を17

%含んだ飼料万鼠を飼育した結果に上:1L(:t'，その蛋白

質効果ば!則自乳には劣るがピーノL醇母や落花生よりは

遥にi白いことが証明'0 ~Lた佐藤忠己)
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